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Ⅰ　目　的

　特別支援学校におけるキャリア教育は、2009年
学習指導要領の改訂において、高等部学習指導要
領総則に位置付けられた。菊地らの調査（2012）
によると、キャリア教育の推進の必要性を感じ、
何らかの取り組みを始めている特別支援学校は多
いが、キャリア教育の組織的理解については模索
段階にある学校が大半であることが示されてい
る。また、キャリア教育推進の課題として、具体
的な実践イメージ、学校全体としての組織的取り
組み、定義と意義の共通的理解が上位の回答とし
て挙げられている。
　岩手大学教育学部附属特別支援学校（以下、本
校）は、小学部、中学部、高等部が設置されてい
る知的障害特別支援学校である。本校では、2010
～2011年の２年間にわたり、「児童生徒が主体的
に生きる姿を目指した授業づくり－キャリア教育
の視点を生かして－」を研究主題にして、キャリ
ア教育の実践研究に取り組んだ。２年間の取り組
みの結果、本校のキャリア教育の方向性が明らか
になった。その取り組みの詳細については、本校
の第18回学校公開研究会（2011年10月）において
実践報告を行った。また、実践を重ねていく中

で、キャリア教育に対する教員の意識が変化して
いった。
　そこで、本研究では、２年間の本校のキャリア
教育への取り組みの経過に伴う教員の意識につい
て取り上げる。また、今回は、取り組みの経過に
対する教員の意識の把握だけではなく、教員の意
識が次の取り組みにどのように影響したかについ
てもまとめていく。教員自身がキャリア教育実践
の主体であり、中核である（渡辺2012）ことを考
えると、キャリア教育の取り組みの経過とキャリ
ア教育に対する教員の意識の双方から検討するこ
とは、キャリア教育を推進していく上での課題を
明らかにすることにつながるのではないかと考え
る。
　本研究を通して、キャリア教育の取り組みに関
する一つの検討資料を提案したいと考える。

Ⅱ　方　法

　本研究では、知的障害特別支援学校において、
キャリア教育の実践研究を進める２年間の経過の
中で、キャリア教育に対する教員の意識の変化を
明らかにする。
　２年間に及ぶキャリア教育の研究のおもな取り
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組みは、次の４項目である。
（１）キャリア教育に対する共通理解
（２）キャリア教育の視点の設定
（３）キャリア教育全体計画の検討
（４）研究授業の実施
　これらの取り組みは、全校研究会及び各学部研
究会（小学部、中学部、高等部）において進める。
　キャリア教育に取り組んだ２年間は、おおよそ
次の３つの時期に分けられる。
　Ⅰ期：キャリア教育導入段階　2010年１～３月
　Ⅱ期：キャリア教育の研究１年次　2010年４月

～2011年３月
　Ⅲ期：キャリア教育の研究２年次　2011年４月

～11月
　キャリア教育の研究の取り組みに対する教員の
意識の把握については、教員の意識を示すものと
して研究会における教員の発言の抽出、聞き取り
調査、アンケート調査を実施した。実施時期は次
のとおりである。
（１）Ⅰ期：キャリア教育導入段階での教員の意
識の把握

　2010年１～３月に行われた研究会における教員
の発言のうち、キャリア教育に取り組むことにつ
いての発言を抽出する。　　　
（２）Ⅱ期：キャリア教育の研究１年次での教員
の意識の把握

　Ⅱ期については、１年次研究途中と１年次終了
時点の２回実施する。
ａ　１年次研究途中
　2010年12月に行われた研究会における発言のう
ち、キャリア教育の研究についての発言を抽出す
る。
ｂ　１年次終了時点
　2011年３月、キャリア教育に取り組んだ教員22
名に聞き取り調査を実施する。質問項目は次の３
項目、回答形式は自由回答である。
①研究テーマであるキャリア教育の視点を生かし
た授業づくりについてどのようなイメージをも
っているか。

②キャリア教育の視点を４点設定しているが、そ

の中で一番大事にしたいものは何か。
③キャリア教育の研究の進め方についての意見。
（３）Ⅲ期：キャリア教育の研究２年次での教員
の意識の把握

　2011年11月、キャリア教育に取り組んだ教員に、
キャリア教育の研究を振り返って現在感じている
ことについて、自由記述のアンケート調査を実施
する。
　以上のキャリア教育の研究の取り組みとその経
過に伴う教員の意識の変化から、キャリア教育の
取り組みに関する検討を行う。

Ⅲ　結果と考察

　結果と考察については、Ⅰ～Ⅲ期の各期ごとに
まとめていく。各期ごとに、まず、キャリア教育
の研究の取り組みについて内容を示し、次に教員
の意識の把握の結果を示す。そして、キャリア教
育の研究の取り組みと教員の意識についての考察
を述べていく。

１−１　Ⅰ期：キャリア教育導入段階の取り組み

　キャリア教育導入段階においては、（１）キャ
リア教育に対する共通理解を中心に、全校または
学部ごとの研究会で協議を重ね、2010年度より２
年次計画でキャリア教育の研究に取り組むことを
確認した。
（１）キャリア教育に対する共通理解
　研究主題を「児童生徒が主体的に生きる姿を目
指した授業づくり－キャリア教育の視点を生かし
て－」と設定した。これまでの研究では、全体の
研究主題を受けて、さらに、各学部ごとに研究の
テーマを設定してきた。今回のキャリア教育では、
各学部の研究テーマを設けずに、全体の研究主題
の下に取り組みを進めることにした。
　キャリア教育の研究に取り組む理由として、次
の４点を確認した。
①学校教育目標の実現
　学校目標である「児童生徒の個別の教育的ニー
ズにこたえ、その成長と発達を支援し、充実した
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学校生活を通して、自ら学ぶ意欲をもち、日々の
生きる喜びを感じ、将来の社会生活において主体
的に生きていく人間の育成を目指す」ことを実現
するために、キャリア教育を取り入れることは有
効である。
②前次研究との関連
　前次研究までに、児童生徒の社会生活力を育む
ために、児童生徒が主体的に活動する姿を求めて
授業づくりに取り組んできており、今後も継続し
ていくことが必要である。
③特別支援教育の動向
　新学習指導要領にキャリア教育の推進が位置づ
けられるなど、児童生徒の勤労観・職業観の育み
を目指し、組織的・系統的に取り組みを推進して
いくことが求められている。
④附属校園としての役割
　附属校として、研究にキャリア教育を取り入れ
ることについての提案が大学側よりあった。
　また、研究実践の方向性として、次の２点を確
認した。
①キャリア教育全体計画の作成及び発達段階・内
容表の検討
　国立特別支援教育総合研究所（以下、特総研）
「知的障害のある児童生徒のキャリア発達段階・
内容表」を参考に、本校のキャリア教育全体計画
を作成する。
②授業実践
　児童生徒が主体的に活動する授業に取り組むと
ともに、キャリア発達の４領域８能力（以下、キ
ャリア発達の４領域）の発揮を支える支援の検討
を行う。

１−２　Ⅰ期：キャリア教育導入段階の教員の発

言のサンプル

　キャリア教育に取り組むことについて、教員の
発言は次のとおりである。

・キャリア教育に関連する言葉に振り回さ
れ、授業実践が疎かになるのではないか。

・キャリア発達の４領域「人間関係形成能力」

「情報活用能力」「将来設計能力」「意思決
定能力」の言葉から、能力そのものだけを
育成するように感じる。これまでの本校の
研究の成果を踏まえて、別の表現にしても
よいのではないか。これまでの研究で用い
た言葉に置き換えることができるのではな
いか。                     

・キャリア教育の具体的な方向性が見えな
い。
・キャリア教育全体計画の作成は必要なの
か。作成することだけに追われてしまうの
ではないか。どのように授業に生かしてい
くのか。                           

・新たなことへ取り組むより、これまでの実
践に基づいた授業づくりを深めることに継
続して取り組みたい。
・キャリア教育の示す範囲が広すぎる。焦点
を絞って進めてはどうか。           

・視点を合わせないと学部ごとにバラバラに
なってしまうのではないか。         

　キャリア教育に対して戸惑いを感じている発言
が多く見られた。

１−３　Ⅰ期：キャリア教育導入段階の取り組み

と教員の意識からみる検討

　キャリア教育は、初めて取り組む研究課題であ
る。先行研究も少なく、これまでの研究にはなか
った視点であったために、具体的なイメージがも
ちにくかったと考えられる。また、キャリア教育
に関連する用語が提示されているが、なじみがな
い言葉がほとんどで、それらの言葉をどのように
解釈したらよいのか、具体的に授業にどのように
結び付いていくのか、まだ明確ではない段階であ
ったと考えられる。
　研究の進め方においても、これまでは、各学部
ごとに研究テーマを設けて研究をまとめてきたの
だが、学部ごとの研究テーマを設けないことにし
たので、どのように研究が進んでいくのか、見通
しがもちづらかったのではないかと考える。
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２−１　Ⅱ期：キャリア教育の研究１年次の取り

組み

　１年次は、以下のことについて取り組んだ。
（１）キャリア教育に対する共通理解
①先行研究資料の提示
　キャリア教育について共通理解を図るために、
2010年３月に以下の資料を提示した。
　・先行研究実践校の紹介
・特別支援学校（知的）キャリア教育推進ガイ
ドブック（岩手県総合教育センター特別支援
教育室2008）

②研修講演会の実施
　特総研菊地一文氏によるキャリア教育について
の講演会を、2010年６月に実施した。内容は、キ
ャリア教育の意義、評価、キャリア発達、児童生
徒の「願い」、実践事例等である。また、３月に
提示した知的障害のある児童生徒の「キャリア発
達段階・内容表（試案）」（特総研）の改訂版であ
る以下の新たな資料の提供を受けた。
・知的障害のある児童生徒の「キャリアプラン
ニング・マトリックス（試案）」（以下、「キ
ャリアプランニング・マトリックス」）

③研究の重点
　研究の重点については、「授業を通してどう教
えるか」とし、授業における支援の在り方を中心
に進めることを確認した。
（２）キャリア教育の視点の設定
　研究主題にも含まれているキャリア教育の視点
について協議を重ね、2010年12月に、本校のキャ
リア教育の視点として４点設定した。各視点とそ
の内容を以下に示す。
視点１）キャリア発達の４領域の育み

キャリア教育全体計画を作成、これを基
に単元・題材を設定する。

視点２）教育活動全体を通じた組織的な取り組み
キャリア教育を教育活動全体で行ってい
くことを確認するとともに、領域・教科
を合わせた指導に関するつながりを確認
する。

視点３）一貫性・系統性のある支援

生活単元学習及び作業学習について見直
すとともに、各学部におけるつながりを
確認する。

視点４）子どもの願いを大切にした子ども主体の
授業づくり
児童生徒の願いを大切にするとともに、
キャリア教育全体計画と関連させながら
授業を行う。

（３）キャリア教育全体計画の検討
　「キャリアプランニング・マトリックス」を参
考にして、2010年８月～2011年２月にかけて協議
を重ね、資料１キャリア教育全体計画を作成した。
尚、「キャリアプランニング・マトリックス」は、
文献１）独立行政法人国立特別支援教育総合研究
所編「特別支援教育充実のためのキャリア教育ガ
イドブック」49～50頁に掲載されている。
　「キャリアプランニング・マトリックス」にお
いて、「各学部段階で育てたい力」と表記されて
いる部分を「各学部のキャリア発達に関する願う
姿」と置き換えることにした。各学部ごとに、こ
れまでの授業実践を振り返りながら、一項目ずつ
具体的な文章に表していった。そして、項目ごと
に本校独自のキーワードを設定した。
　次に、各学部が具体化した内容を横並びの一覧
にまとめ、項目ごとに学部間のつながりのある表
記となっているかについて、教員全体で協議を行
った。
（４）研究授業の実施
　全校授業研究会は、2010年11～12月に３回実
施、小学部生活単元学習、中学部、高等部作業学
習について協議を行った。
　学習指導案中の単元・題材の目標、個人の目標
に、キャリア発達の４領域を対応させることとし
た。これにより、授業とキャリア教育に関連をも
たせるようにした。
　協議については、視点３）一貫性・系統性のあ
る支援、視点４）子どもの願いを大切にした子ど
も主体の授業づくりを柱として授業研究会を進め
た。授業における支援が協議の中心となった。

石川　則子・田淵　健・稗貫　真理子・中村　昭彦・宮㟢　眞



２−２a　Ⅱ期：キャリア教育の研究１年次での

研究会における教員の発言のサンプル

　2010年12月に実施した研究会における教員の発
言のうち、キャリア教育の研究についての発言は
次のとおりである。

・授業には、キャリア発達の４領域が重なり
合って含まれており、４領域を分けて考え
る必要があるのか、疑問を感じる。

・研究授業の協議の中で、キャリア発達の４
領域について話題にならなかった。キャリ
ア教育の授業になっているのか不安を感じ
る。

・視点２）組織的な取り組み、視点３）一貫
性・系統性への取り組みが弱いと感じる。

・教務部で教育課程の見直しを行っていると
のことだが、分掌ごとの取り組みとなって
いる。組織的な取り組みが必要である。

・系統性、一貫性が何を示すのかわからない。
・卒業後にどのようなことが大切なのかを加
えていくと、将来に向けて今何が足りない
のか、本当に必要なのかがわかってくるの
ではないか。

　キャリア教育の研究の取り組みについて、課題
点を挙げる発言が見られた。

２−２b　Ⅱ期：キャリア教育の研究１年次終了

時点での教員への聞き取り調査の結果

　2011年３月に聞き取り調査を実施した結果は次
のとおりである。自由回答としたため、１つの回
答がいくつかの質問に関連していたり、同じ言葉
を使った回答であっても、回答者によって、対応
する質問項目が異なったりしていた。

教員Aの回答
①キャリア教育のイメージは、小学部、中学
部、高等部、各学部の中味がつながってい
くこと。今は、学部ごとに途切れているよ
うに感じる。

②キャリア教育の視点は、どれを大事にした
らよいのかわからない。
③研究がどこに向かっているのかわからな
い。
教員Bの回答
①子どもの今ある姿を見て、何ができるのか、
主体的にできるのか、それを授業にどう取
り入れていくのか。                                                   

②組織的な取り組み、一貫性、系統性。意見
交換しながら、まとめていけたらよいの  

ではないか。
③一貫性は課題であるが、長い間、学部ごと
に独自で研究実践に取り組んできたため、
とても難しいことだと感じる。また、学習
内容をプログラム化している学校もある
が、本校ではそれなりのやり方でよいので
はないか。
教員Cの回答
①今までやってきたことを理論づけしていけ
ばよいのではないか。無意識にやっている
ことを意識することで研究として成り立つ
のではないか。小・中・高がつながってい
くことが大事で、理論づけていけばつなが
っていく。                     

②視点３）が大事である。バラバラだと今ま
でと同じである。
③特になし
教員Dの回答
①主体性をどのように授業で出していくの
か。
②視点４）を大事にしたい。つながりを重視
していくことも大事である。
③キャリア教育をプログラム表に沿って取り
組んだ場合、どんなに重い実態の生徒にも
当てはめてやらなければならないのか、本
当に全員が身に付けることができるのか。
教員 Eの回答
①就労を見据えているので、この学校でやっ
ていること自体がキャリア教育だと思う。
②どれも必要だが、視点３）の一貫性、系統性。
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③特になし
教員 Fの回答
①キャリア教育は、すぐに結果として見えな
い。授業を見て、ここがキャリア教育だと
いうことがわかりにくい。学部ごとに途切
れるのではなく、小・中・高の流れがわか
るようだとよい。

②視点３）。２年間では難しいが、系統性は
大事だと思う。

③キャリア教育は２年間で終わらせない方が
よい。

教員Gの回答
①学部ごとにやっていることが系統的になる
こと。
②視点３）であるが、支援という言葉が引っ
かかる。支援の意味が広すぎるので、この
言葉を外すと良い。全体を通した時の各学
部の位置付けがあると良い。
③キャリア教育を具体化した教育課程にして
はどうか。
教員Hの回答
①キャリア教育は高等部から始めることでは
なく、小・中・高が連携して積み上げてい
くもの。今までの授業でよいので、どうつ
なげるかだけをしっかりやるとよい。
②視点４）は当然のこと。視点２）と視点３）
が大事。
③何を目指しているのかわからない。子ども
達のためにわかりやすい研究にしたい。方
向性がわかれば組織的に取り組めるのでは
ないか。キャリア発達の４領域の言葉に縛
られなくてもよいのではないか。

教員 Iの回答
①今までやってきたことをキャリア発達とい
う視点でとらえることができると思う。キ
ャリア教育から見て、足りないところなど
を見直し、考え直していくものだと思った。

②キャリア教育全体計画の中のキャリア発達
に関する願う姿は、全学部で共通理解した
ことなので、ベースにしていけたらよい。

③ワークキャリアよりライフキャリアを目指
し、系統性をわかるようにしたい。能力と
いう言葉は積極的に使わない方がよい。
教員 Jの回答
①キャリア教育はこれまでやってきた「生き
る力」につながっていくこと。
②一貫性・系統性が重要。
③キャリア教育は必要だが、研究としては苦
しいのではないか。作業学習の中・高の一
貫性を考えたい。
教員Kの回答
①キャリア教育全体計画はこういうことを子
どもたちにしたいというものをおろしてき
ていると思う。キャリア教育の目標となる
のではないか。
②視点４）。
③何かができるというより、一人で活動でき
るように支援していくこと。できるように
なったり、子ども自身が喜びになったりす
ることをねらっていきたい。
教員 Lの回答
①卒業後を考えて、その子に何が必要かがベ
ースになる。社会に出た時に必要なことを
学ぶ。
②視点１）。小・中・高のつながり。
③授業の中でキャリア教育にかかわるように
する。
教員Mの回答
①日々の授業に重点をおきたい。日々の授業
づくりのポイントがキャリア教育ではない
か。小・中・高がそれぞれ何を大切にする
とよいのか。
②授業は視点４）だが、将来を考えると視点
３）である。小・中・高のつながりが大事
だが、今の段階では難しい。
③ただ働くだけではなく、周辺部分もトータ
ルに考えて豊かに生活できることを考えた
い。学校全体で深めていきたい。キャリア
教育の研修を受けたことはあるが、キャリ
ア発達の４領域の言葉と実際のことを結び
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付けられなかった。今の段階では一貫性は
難しいので、次の研究で学部縦割りをやっ
てはどうか。
教員Nの回答
①これまで積み重ねてきたことをまとめてい
けばよいと思っていた。キャリア教育っぽ
くしなければならないのか。学部としての
キャリア教育はまとめてきたと思う。
②視点４）。視点１）と視点３）はこの一年
でやってきている。視点２）はよくわから
ない。
③やっていく中で一貫性は難しいのではない
か。
教員Oの回答
①小・中・高の流れが見えるイメージがある。
一貫性の考えの下の授業づくり。学部ごと
に独自のスタイルがあって１本の線になっ
ていない。
②視点４）、子どもからスタートした授業づ
くりをしたい。しかし、子どもの願いは何
か、難しい。キャリア教育全体計画は自分
達の言葉からスタートした。やってよかっ
た。

③一貫性がないとキャリア教育とは言えない
のではないか。キャリア教育を研究に限ら
ず、学部縦割りのグループディスカッショ
ンがあってもよいのではないか。来年度に
つながっていくのではないか。キャリアの
評価ができていない。授業の評価とするの
か。子どもの伸びで評価するのか。

教員 Pの回答
①キャリア教育の表を踏襲して、授業づくり
をしていくと思っていた。キャリア教育に
ついて基本的なものがあってもよいのでは
ないか。

②視点３）を大事にしたい。視点２）組織的
の意味がわからない。

③系統性を考えると、比較しやすい生活単元
学習を取り上げるなど、焦点を絞ったらど
うか。

教員Qの回答
①キャリア教育の言葉を聞くと技能面のイメ
ージがある。すとんと落ちてこない。テー
マが大きすぎて、イメージがもちづらい。
②視点３）に絞ってやったらよいのではない
かと思っていた。しかし、難しいのではな
いか。系統性と言っているが、まだ学部そ
れぞれで、難しさを感じる。
③キャリア教育全体計画を成果とするのがよ
いのではないか。
教員Rの回答
①系統性。
②視点３）。
③キャリア教育全体計画を吟味したらよいの
ではないか。
教員 Sの回答
①卒業後を見据えて学校で何をやっていけば
よいのか明らかになればいい。卒業後の行
き先で役に立つことを子どもたちが身に付
ければいい。
②視点２）の学校全体ははずせない。視点４）
は学部ごとに深めていく時のメインになる
のではないか。「こういうことを大切にし
ている」ということを共通理解して進めて
いくことが必要だ。全体で共通理解すると
いうことは、キャリア教育全体計画が基本
となるのではないか。
③先行研究の資料を使いながらやってきた
が、自分の学校に当てはめた時に、対応で
きるところとできないところがあった。そ
のまま取り入れてもひっかかるところが出
てくる。卒業後の話を聞きながら研究を進
めていかないと実際に卒業後の力が付いた
かがわからない。進路先の話を取り入れな
がら取り組むとよいのではないか。例えば、
生活単元学習で横並びにやれば、一貫性、
系統性がわかりやすのではないか。
教員 Tの回答
①子どもが将来どうなってほしいかというこ
とを実現していく、将来のためにどんな力
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をつけたいかをやる。今までやってきたこ
とである。しかし、キャリア教育の授業と
キャリア教育ではない授業の違いは難し
い。学校自体の一貫性、系統性をやってこ
なかったので、それを視点にしたことで難
しいと感じる。どんな時にどんな指導をす
るかという一貫性は学部ごとにやってきて
いるが、系統性はお互いにほかの学部をみ
ていない人が多いので難しい。
②視点４）の子どもが主体的にできる授業を
していったらよいのではないか。がんばっ
て作ってきたのはキャリア教育全体計画
で、これには全員の考えが入っている。

③「こういうことを大切にしている」という
ことを全員がわかってやれるとよい。

教員Uの回答
①将来像を見据えて、小・中・高と長期的な
流れの中でどう育てていくかである。卒業
する時に、その子にどういうことを願って
いくかということを考えたい。小・中 ・高
がそれぞれでやっていることのつながり、
積み重ねを見据えていくかである。３～４
年前の会議出席時に、キャリア教育は、特
別支援教育では今までやってきたことだか
ら、キャリア教育と気負わないで、今まで
やってきたことをどう意味づけしておさえ
ていくかだという話があった。小・中・高
が揃っているので、つながって最終的にど
うなるか、長いスパンで見ていけることが
特徴である。つなげていかなければならな
いと思う。

②視点３）の一貫性、系統性が大きいと思う。
イメージとしてはキャリア教育全体計画。

③卒業後の生活をイメージして準備していく
とよいのではないか。

教員Vの回答
①スキルを理解した上で必要なことを身に付
けて社会に送り出すこと。４つの領域はバ
ランスが取れているのではないか。
②視点４）、次が視点３）。しかし、つながり

がしっかりしていない。小・中・高それぞ
れの目指す姿では、それぞれになってしま
う。働くまでの積み重ねを大事にする。
③卒業後の人生を含めて想定した計画だと本
物になるのではないか。             

　聞き取り調査の結果を見ると、22名中 Kを除
く21名が、いずれかの質問項目で「系統性（視点
３）の回答含む）」「つながり」という言葉を使用
している。一方で、６名（B、F、M、N、Q、T）
が学部間がつながりをもつことは難しいと回答し
ている。
　また、いずれかの質問項目で、「キャリア教育
全体計画」を回答に挙げている教員が８名（I、K、
O、Q、R、S、T、U）である。
　卒業後に言及している回答は７名（E、L、M、S、
T、U、V）、ライフキャリアに触れている回答が
２名（I、M）である。
　研究の取り組み方として、学部の枠を超えた縦
割りでの協議が必要であるという回答は２名（M、
O）である。
　キャリア教育の視点について視点１）が大事で
あるという回答が２名、視点２）が３名、視点３）
が14名、視点４）が９名、わからないが１名である。
　視点１）で使われているキャリア発達の４領域
について、肯定的な回答は１名（V）、必要性に
疑問を感じている回答が４名（H、I、M、Q）で
ある。視点２）で使われいてる組織的という言葉
について、Pが「組織的の意味がわからない」と
答えている。視点３）で使われている一貫性・系
統性については、一貫性・系統性を一つのまとま
りのある言葉として使っている教員もいれば、一
貫性、系統性のどちらか一つだけの言葉を使って
いる場合もある。また、Tのように、一貫性と系
統性の言葉の意味をそれぞれ分けて考えている教
員がいる。Gは視点３）の支援という言葉を必要
がないと考えている。
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２−３　Ⅱ期：キャリア教育の研究１年次の取り

組みと教員の意識からみる検討

　１年次12月研究会での発言、１年次終了時点で
の聞き取り調査結果より、１年次の研究実践につ
いての教員の意識を次のように考える。
　聞き取り調査において、21名の教員が一貫性、
系統性、つながりという言葉を使用している。こ
の言葉を使用しなかったKであるが、回答の中
でキャリア教育全体計画について言及している。
このキャリア教育全体計画は、検討の過程で、学
部間のつながりについても協議してきており、K

も学部間のつながりについて意識していたととら
えられる。
　このことから、全教員がキャリア教育において
は、学部間の一貫性、系統性、つながりが重要だ
と考えていることがうかがわれる。つまり、教員
全員が、キャリア教育に一致したイメージをもつ
ことができたと言える。
　キャリア教育導入段階では、キャリア教育全体
計画の作成に疑問をもつ発言があったが、１年次
終了時点では、キャリア教育全体計画を肯定する
回答が見られた。キャリア教育の視点の中でも視
点３）が大事だとする回答が最も多かった。
　このことから、１年次の取り組みの大きな成果
は、キャリア教育全体計画を作成したことにより、
教員がキャリア教育について一致したイメージを
もつことができたことである。授業実践を基に文
章化する手続きを踏むことにより、キャリア教育
が自分達のものであると感じられるようになった
と考えられる。そして、学部間のつながりがある
内容となるように全教員で協議したことで、キャ
リア教育において重要なことを一貫性、系統性、
つながりであると感じ、回答したと考えられる。
　一方で、視点１）として取り上げ、キャリア教
育全体計画に明記しているキャリア発達の４領域
であるが、授業実践に基づいた言葉に置き換わっ
ていないため、必要性を感じないという回答につ
ながったと考えられる。
　視点２）教育活動全体を通じた組織的な取り組
みについてであるが、教育活動全体で行っていく

こと、領域・教科を合わせた指導に関するつなが
りを確認することとしている。研究会の発言、聞
き取り調査の結果からみると、組織的という言葉
については、学校運営の組織体制ととらえられて
いることがうかがわれる。これは、組織的という
言葉に、学校運営の組織体制と教育活動の内容を
組織的に編成するという２つの意味が混在する結
果となった。教育活動の内容を組織的に編成する
ことについては、つながり、系統性という言葉が
使われている場合が多い。２つの意味が混在する
ためにわからないという回答があったと考えられ
る。
　視点３）については、一貫性・系統性のある支
援としているが、一貫性・系統性が示しているも
のを支援という言葉に限らずに回答しており、一
貫性、系統性という言葉も教員によっては使い方
が異なっている。一貫性、系統性という言葉はキ
ャリア教育においては頻繁に使われる言葉ではあ
るが、言葉の定義が明確ではなかったと考えられ
る。
　視点４）についてであるが、視点４）が大事で
あるという回答も多いことから、教員はキャリア
教育を授業で実現していきたいと考えているとい
うことがうかがわれる。しかし、キャリア教育導
入前と導入後の授業への取り組みの変化に手応え
がなく、キャリア教育を取り入れた授業をやって
いるという実感がもてないでいることが考えられ
る。
　学部間のつながりに困難さを感じている回答が
あった。これは、キャリア教育の研究に取り組む
前の研究スタイルに大きく関わっている。以前の
研究の進め方は、各学部ごとに研究テーマを設定
し、学部ごとに授業づくりを深めてきた。しかし、
今回は、これまで取り組んでこなかった学部間の
つながりに取り組むことになり、困難さを感じた
のではないかと考えられる。その中でも、学部の
枠を超えた縦割りの取り組みを行ったらよいので
はないかという提案もみられている。
　また、キャリア教育について、卒業後に触れて
いる回答、ライフキャリアを意識した回答があり、



244 石川　則子・田淵　健・稗貫　真理子・中村　昭彦・宮㟢　眞

教員は、児童生徒の将来につながることも考えて
いることがわかる。
　以上のことから、１年次の取り組みを通して、
教員は、キャリア教育において大切なことを、一
貫性、系統性、つながりであると考え、授業づく
りを通してキャリア教育を実現していきたいと考
えるようになったととらえることができる。課題
としては、言葉の意味が曖昧で教員によって使い
方が異なること、学部間がつながっていくことに
難しさを感じていることである。

３−１a　Ⅲ期：キャリア教育の研究２年次の取

り組み

　２年次の取り組みに当たっては、１年次終了時
点での教員の意識、意見に基づき、学部間の一貫
性・系統性、つながりを打ち出すこと、使用する
言葉を整理し、教員が同じ認識をもって言葉をと
らえるようにするなどの見直しを図ることを確認
してから進めた。
（１）キャリア教育に対する共通理解
①進路担当からの現状報告
　2011年４月、進路担当から卒業生の事例報告を
受け、次のことを共通理解した。
○就労先で定着して働ける要因
・働いて収入を得ているという意識があり、そ
れが励みにつながっていること。

・得意なことを生かした仕事を担当し、役割意
識、責任感があること。

・基本的な挨拶、自分の意思を伝えることがで
きること。

○就労先での定着が難しい要因
・学校生活との違いを認識できず、仕事に対す
る意識が弱いこと。
・適切な人とのかかわり方が育っていないこ
と。

　自分達の実践がどのように卒業後の生活に結び
付いているかを共通認識し、キャリア教育の視点
をもつことが必要であることを確認した。
②卒業後の願う姿の設定
　2011年５月に、キャリア教育は卒業後につなが

るという教員の考えを取り入れ、卒業後の願う姿
を設定し、本校の教育活動の目指すものを明らか
にした。卒業後の願う姿については、ライフキャ
リアを踏まえて、「やりがいを感じ、自分の力を
発揮して働き、楽しみをもって生活をする」と設
定した。この卒業後の願う姿は、小学部の願う姿、
中学部の願う姿、高等部の願う姿につながるもの
としてとらえることにした。
③研究の重点
　2011年４月、研究の重点を「各学部の授業がど
のようにつながっているか」に変更した。また、
取り上げる授業については、１年次に引き続き、
各学部の学習活動の中心となっている生活単元学
習（小学部）、作業学習（中学部、高等部）とした。
⑤研究推進の工夫
　教員の意見を取り入れ、2011年４月、新たな試
みである学部縦割りのグループ協議を行った。グ
ループの構成人数は４～５名とし、各学部から必
ず１名は含まれるようにした。事前に他学部への
質問アンケートに記入してもらい、それを基に30
分を目安に協議を行うようにした。他学部への質
問内容は、キャリア教育にかかわらない内容でよ
いこととした。
（２）キャリア教育の視点の設定
　キャリア教育の視点について、2011年５～６月
に見直し、次の３点に整理した。
視点１）小・中・高のつながりのある取り組み
視点２）キャリア発達に関する願う姿の実現
視点３）児童生徒の主体的な活動につながる授業

づくり
　１年次に使用していた組織的、一貫性・系統性
の言葉については、教員によってとらえ方が様々
であったため、使用しないこととした。その代わ
り、つながりという言葉を使用することにした。
　キャリア発達の４領域が意味する「人間関係形
成能力」「情報活用能力」「将来設計能力」「意思
決定能力」について、疑問に感じている教員がい
るため、使用する言葉をキャリア教育全体計画で
使用している本校独自のキーワードに置き換える
ことにした。
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　また、キャリア教育を進めていく上で、大切だ
とされている児童生徒の願いについて、キャリア
教育の視点に挙げてはいたのだが、１年次では、
具体的な取り組みをしてこなかった。そこで、２
年次では、どのような授業を目指すのかというこ
とを明確にした。これは、授業に焦点化してキャ
リア教育の取り組みを進めることも意味してい
る。
　これらの言葉を整理した上で、教員がキャリア
教育において、最も重要だと考えている学部間の
つながりを視点１）に置くことにした。
（３）キャリア教育全体計画の検討
  キャリア教育全体計画の検討を2011年５～８月
に行った。
　名称について、キャリア教育全体計画から、「キ
ャリア発達に関する願う姿」に変更することとし
た。１年次に、キャリア教育全体計画を検討する
過程で重視してきたことは、各学部の願う姿を具
体化することであり、その結果、内容が願う姿を
中心にまとめたものとなった。そこで、重視して
きたことを最も表す名称にした。これは、視点２）
に対応することにもなった。また、各学部の願う
姿に加えて、卒業後の願う姿も位置付けた。
　キャリア教育全体計画では、キャリア発達の４
領域「人間関係形成能力」「情報活用能力」「将来
設計能力」「意思決定能力」の用語を使用してい
たが、「キャリア発達に関する願う姿」では、キ
ャリア教育全体計画の本校独自のキーワードを踏
まえて、用語に代わるキーワードを新たに設定し
た。研究及び授業においては、このキーワードを
使用することにした。
　「キャリアプランニング・マトリックス」を基
に、自分達の実践を表す言葉に置き換えたキャリ
ア教育全体計画の作成を経て、「キャリア発達に
関する願う姿」を作成した（資料２）。
　次に、小学部段階での置き換えの一例を示す。
○「キャリアプランニング・マトリックス」
　キャリア発達の４領域：情報活用能力
　観点：はたらくよろこび
　育てたい力：自分が果たす役割の理解と実行

○「キャリア発達に関する願う姿」
　（区分）：働くこと、生活すること
　キーワード：役割
　願う姿：係の仕事や分担の仕事などの自分の役

割を知り、実行する
（４）研究授業の実施
　2011年７月に、小学部は生活単元学習の学部授
業研究会、中学部、高等部は作業学習の合同授業
研究会を行った。各学部の授業研究会には、他学
部の教員も参加可能とした。
　研究会では、「どのようなキャリア発達に関す
る願いをもって授業を行ったか」「授業における
支援が次の段階につながるものか」ということを
中心に協議を行った。その結果、つながりという
ことを意識した発言が出るようになった。

３−１b　Ⅲ期：キャリア教育の研究２年次で得

たキャリア教育の研究の結論

　2011年10月に実施した、小学部生活単元学習、
中学部、高等部作業学習の単元・題材における目
標と「キャリア発達に関する願う姿」のキーワー
ドを対応させた結果が次のとおりである。
小学部生活単元学習「つくしパーティーをしよう」
○つくしパーティーを睦寿会の方と一緒に行うこ
とを楽しみにしながら、活動することができる。
（対応するキーワード：【生きがい・やりがい】）
○目標を意識しながら、自分の役割に最後まで取
り組むことができる。（対応するキーワード：【目
標設定】【自己評価】【役割】）
中学部作業学習「鉢カバーを４０個作ろう～あに
わ祭にむけて～」
○鉢カバー作りにおいて、自分の役割を理解し、
主体的に取り組むことができる。（対応するキ
ーワード：【目標設定】【自己評価】【役割】）
○あにわ祭に向けて、みんなで協力して40個の鉢
カバーを作り上げる。（対応するキーワード：
【生きがい・やりがい】【集団参加】）
高等部作業学習「フルーツキャップの組み立てⅡ」
○作業の流れを理解し、主体的に取り組む。（対
応するキーワード：【生きがい・やりがい】【集
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団参加】）
○納品に向けて製品を正確に作ることができる。
（対応するキーワード：【目標設定】【自己評価】
【役割】）
○場に応じて挨拶や報告、依頼することができる。
（対応するキーワード：【場に応じた言動】【意
思表現】）
　以上のことから、生活単元学習、作業学習にお
いて、小学部、中学部、高等部が共通して取り上
げた「キャリア発達に関する願う姿」のキーワー
ドは、【目標設定】【自己評価】【役割】【生きがい・
やりがい】であった。
　この４つの願う姿と授業、児童生徒一人一人の
キャリアとの関連について検討した。キャリア
は、社会の中の役割の連続であり、働くというこ
とに対する一人一人の体験や価値付けの過程であ
る。このことを踏まえ、次のように考えた。児童
生徒は、授業の中で【役割】をもち、活動してい
る。その【役割】について、【目標設定】をして【自
己評価】することは、自分なりの価値付けをする
ことになる。自分なりの価値付けにより得られる
達成感や自己肯定感は【生きがい・やりがい】に
つながっていく。授業の中で自分の【役割】を果
たすことを積み重ねていくことによって、自分な

りのキャリアを築いていくことにつながるのでは
ないかと考える（図１）。
　このように、生活単元学習、作業学習が、キャ
リア教育に重要な役割を果たしていることがわか
った。そして、小学部、中学部、高等部が、児童
生徒のキャリア発達のために【役割】【目標設定】
【自己評価】【生きがい・やりがい】を大切にし
ているというつながりがわかった。

３−２　Ⅲ期：キャリア教育の研究２年次終了時

点での職員へのアンケート調査の結果

　教員にキャリア教育の研究を振り返っての感想
について、2011年11月に自由記述のアンケートを
実施し、20名の回答を得た。

・日々の授業の大切さ、授業の積み重ねの大
切さを感じた。また、他学部についてもっ
と知る必要があると思った。
・キャリア教育の視点を学校全体として整理
し、捉えることができてよかった。今まで
だと、それ自体がキャリア教育だったとし
ても、ただ漠然としたものだったので、流
れが分かり、長い将来を見据えて指導に当
たる指針となった。
・自分達が今まで取り組んできたことが、決
してキャリア教育から離れたところではな
かったと再確認できてよかった。
・小学部の実践が低学年・中学年・高学年の
つながりを見直す機会となったと思う。ま
た、他学部の取り組みについても、共に考
えていく機会となった。【生きがい・やり
がい】でのつながりだったが、単元の取り
組み方、取り組む内容、その中での支援の
つながりについては、研究のまとめで再確
認していけたらと思う。
・キャリア教育だけではなく、キャリア教育
を生かした授業づくりの研究だったと思
う。子ども達の今だけではなく、将来どう
なってほしいかを考えて授業を行ったが、
以前から行っていたことなので、今までの

図１　キャリア発達に関する願う姿と生活単元学
習、作業学習
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教育、授業づくりと何が違うのかを考えた。
・目指す児童の姿を意識しながら授業づくり
に取り組めるようになったと思う。児童の
思いを大切に、主体的に活動していくため
にどうしたらよいのか、授業づくりに向か
うわたし達の姿勢がキャリア教育につなが
っていたと思う。
・学校全体として、今やっていることが前提
となって次へ続き卒業後につながるという
ことはわかってきたように思う。しかし、
具体的な内容のつながりが次への課題にな
るように思う。
・今まで取り組んできたことを振り返り、活
動の意味を考えたり、なぜ行っているかを
再検討できたことがよかった。作業学習だ
けではなく、教育活動全般でそのようなこ
とができればよい。
・今までキャリア教育と聞くと、とても難し
く感じていたが、今回関わったり、話を聞
いたりして、以前より身近に感じた。授業
を積み重ねていく度に、生徒が変容してい
く様子を見ることができて本当に嬉しかっ
た。将来、働くために、小・中・高でのつ
ながりや積み重ねの大切さを改めて実感し
た。今、行っている支援も生徒達の将来へ
つながるものだと改めて思った。

・自分達が行っていることを検証してみれば
よいという安易な考えでいたが、どのよう
に検証して積み上げていくか実際の場面で
は戸惑うことがあった。今回の研究を通し
て、小学部から高等部までのかかわりにつ
いて考える大切さを改めて感じた。次の研
究にキャリアの言葉を取り上げるかは別に
しても、今回の課題である学部間のつなが
りを継続していく必要がある。

・何かを新たに始めるのではなく、今までの
実践を見直すきっかけとなった。職員間、
学部間の共通理解を図ることができた。

・キャリア教育の視点から、日常行ってきた
授業を見直すことができてよかった。日常

行っている授業を進めていることが、キャ
リア教育を実践することにもなっていたこ
とがわかった。
・学校の課題をキャリア教育の視点を通して
見えてきたように思う。
・キャリア教育というもの自体は新しい考え
方かもしれないが、今までの実践がキャリ
ア教育の視点から行われていたということ
を確認できる機会となった。
・小・中・高のつながりがどの程度進展した
のか、キャリア教育の考え方がむしろわか
らなくなった。
・研究を通して、作業学習の在り方、現場実
習とのつながりなどを見通し、共通理解す
る機会になった。
・取り組みやすい研究だった。キャリアとい
う題名があると全体で取り組みやすい。
・本校での教育活動をキャリア教育の視点か
らとらえ直し、一つ一つの活動や支援の意
味づけをしっかりできてよかった。
・学部間のつながりを具体化していくことが
課題であり、どの程度つながりが進んだか
については検証が必要である。
・キャリア教育は、幼児期－学校－成人期を
つなぐためのツールとして活用するべき。
特別支援学校の教育を系統立てるためには
有効。                               

　キャリア教育がわからなくなったと回答してい
る者が１名いるが、多くの回答がキャリア教育に
取り組んだことに対して肯定的である。肯定的な
回答の内容には、学部間のつながり、これまでの
実践の再確認、日々の授業の大切さ、将来を見据
えることについて言及している。キャリア教育を
身近に感じたという回答もあった。
　また、今後のキャリア教育の取り組みに対して
の課題を指摘する回答も見られた。
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３−３　Ⅲ期：キャリア教育の研究２年次の取り

組みと教員の意識からみる検討

　キャリア教育は教育活動全体で取り組んでいく
ものであり、キャリア教育を研究として取り上げ
る場合、その取り組むべき内容は多岐にわたる。
キャリア教育の研究を進めるに当たり、一人一人
の考えが異なる場合、協議の方向性も多岐にわた
ってしまうことが考えられる。研究で取り組む場
合、協議の方向を明確にしていくことが大切では
ないかと考える。
　２年次の取り組みでは、全教員が大切だと考え
ている学部間のつながりから検討を重ねた。これ
により、教員がキャリア教育の方向性に納得しな
がら取り組むことができた。確かに、キャリア教
育がわからなくなったという回答はあったが、そ
の理由は、学部間のつながりがもつことができた
かを疑問に思っているためである。また、研究の
課題を指摘する回答もあったが、その課題の内容
は学部間のつながりに関するものであった。
　系統性などのキャリア教育においてよく使われ
る言葉であっても、教員間でとらえ方の異なる言
葉を整理し、わかりやすい言葉を使用した。キャ
リア発達の４領域の用語についても、自分達にと
って理解できる言葉に置き換えていった。これら
も、協議の場において、一つの方向性を示すこと
に役立ったと考える。そして、協議する内容のわ
かりやすさにもつながったと考える。
　日々の授業がキャリア教育においてどういう意
味をもつのか、これを考えていくことは、キャリ
ア教育を自分自身の問題として考えることになっ
た。その結果、教員はこれまでの実践に自信をも
つことができたり、キャリア教育の視点から授業
をみることで、これからの授業について、積み重
ねを大切にしていきたいなどの新たな指針を得た
りしている様子がみられた。キャリア教育に取り
組んでいるという実感がもてたことが、肯定的な
回答につながったと考える。

Ⅳ　まとめ

　キャリア教育導入当初は、キャリア教育が取り
組むべき内容があまりにも幅広いために、教員一
人一人がキャリア教育への見通しをもちづらい状
況にあったが、２年目終了時点では、キャリア教
育の取り組みに対して肯定的な回答が多く見られ
た。
　今回のキャリア教育の研究の取り組みでは、
「①教員がキャリア教育について一致したイメー
ジをもつこと」「②具体的でわかりやすい言葉で
説明し、キャリア教育の方向性について共通理解
を図ること」「③キャリア教育に取り組んでいる
実感がもてるように授業実践に基づいて検討を重
ねること」が大切であったと考える。また、キャ
リア教育において大切なことは何かということ
を、一人一人の教員自身が考える過程でもあった。
　今回、本校のキャリア教育の研究では、生活単
元学習、作業学習の授業に絞って行うこととなっ
たが、本来、キャリア教育は学校の教育活動全般
を通して行っていくものである。引き続き、児童
生徒のキャリア発達につながる授業について研究
を進めるほかに、教員が共通理解をしながら、学
校全体でキャリア教育を推進していく具体的な方
策について検討することが、本校の今後の課題で
あると考える。
　本研究では、教員の意識を把握するために、各
時期の研究の状況に応じて、研究会での発言の抽
出、個別の聞き取り調査（自由回答）、自由記述
のアンケート調査の複数の方法を実施した。キャ
リア教育実践の主体である教員の意識の把握は、
キャリア教育に取り組む上での課題を明らかにす
ることにつながり、大切なことである。今回は、
キャリア教育という新たなことに取り組んだため
に、実施方法も模索する結果となった。今後は、
教員の意識を把握する方法について、よりよい方
法を検討していくことも必要ではないかと考え
る。このことがキャリア教育の推進に役立つので
はないかと考える。
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